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萱島 信子 

独立行政法人国際協力機構

（JICA） 理事 

 

国際・政府機関、グローバル企業から 3人の女性リーダーが登壇 

グローバルな社会課題解決を考えるカンファレンス「HAPIC 2021」開催 

3 日間で全 29 セッション、市民社会と官民学のトップランナー約 100 名が登壇 

グローバルな社会課題解決に国内外で取り組む日本の NGO を支援する、 

認定 NPO法人 国際協力NGOセンター（JANIC）は、2021 年 2月 14 日（日）～

16日（火）の 3日間、グローバルな社会課題について考えるカンファレンス「課題

解決の先へ。HAPIC（ハピック）－HAPPINESS IDEA CONFERENCE 2021」 を

オンラインで開催します。 

これまでの常識が大きく変わるニューノーマル時代を迎えた今、ひとり一人が違いを超えて、共

に生きる社会をどうつくっていくかを問い、行動することが求められています。HAPIC 2021 では、

「私たちが切り拓く、共に生きる社会とは」をテーマに、様々な分野で、社会課題解決の最前線で

活躍するプレイヤーが登壇し、「ビジネスと人権」「SDGs 達成」「コレクティブ・インパクト」「気候変

動」「組織改革」「テクノロジー」などについてセッションを開催します。3 日間で 29 セッションのライ

ブ配信に加え、一部のセッションはアーカイブ視聴も予定しています。 

オープニングセッションには、国連事務総長特別代表（防災担当）兼 国連防災機関長の水鳥 

真美氏、独立行政法人国際協力機構（JICA） 理事の萱島信子氏、トヨタ自動車株式会社 

Deputy Chief Sustainability Officer の大塚友美氏ら国際機関、政府機関、グローバル企業の女性

リーダー3名を迎え、国際協力 NGOの代表らと共に、新型コロナウイルス過で困難に直面する開

発支援の現場の現状と、今後の展望についてお話いただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

その他、HAPICの醍醐味である「出会い」の創出では、様々なアクターが交流し新しい課題解決

のアイデアや、協働の可能性が生まれるネットワーキングレセプションや、NGOをサポートするサー

ビスを提供する企業等の出店ブースをオンライン上で提供します。  

参加募集開始以降、NGO関係者、企業関係者、学生等、すでに 400 名を越すお申込みをいた

だいております。熱気にあふれたオンライン・イベント HAPIC をぜひ、ご取材賜りますと幸いです。 

イベント＆ご取材のご案内      2021 年 2 月 10 日 

大塚 友美 

トヨタ自動車株式会社 Deputy 

Chief Sustainability Officer 

水鳥 真美 

国連事務総長特別代表（防災担

当）兼 国連防災機関長 
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HAPIC2021 タイムライン 

セッション詳細：https://hapiconf.com/programs/ 

時間 分

14:00-

15:00
60 1

45

45

45

45

45

45

16:00-

16:45
45 14

手洗いを一緒に広めません

か？～感染症対策と栄養改

善のJICAの取り組み～
15

企業とのコレクティブイン

パクトで進めるエコシフト
16

共に生きる社会を共につく

ろう～国際協力NGO×「多

文化共生」～
17 学生による新未来会議

17:15-

18:00
45 18

議員ウォッチプロジェクト

政治参加の新しいかたち
19

人権、労働、環境…企業が

抱えるSDGsリスクをNGO

に聞いてみよう！

20

最後のひとりまであきらめ

ない～支援から取りこぼさ

れる地域、人たちの側で

21

SDG5ジェンダー平等達成

に向けて～社会変革を目指

すNGOとJICAの取り組み

～

18:00-

18:30
30

18:30-

20:00
90

45

45

16:00-

16:45
45 26

SDGs時代のしなやかな心

を育むコミュニケーション

- NVC -

27
地域で進めるSDGsの実践

～北海道、関西の事例から
28

国内外で活躍する若手リー

ダー！ 人材育成プログラ

ムの成果報告

17:15-

18:15
60 29

25 テクノロジーと社会の進化

休憩

休憩

クロージングセッション「日本の社会課題解決から考える国際協力の未来」

ネットワーキングレセプション

D
A

Y
 3

2/16

（火）

14:00-

15:30
22

Tokyo Democracy Forum:

Civic Space and COVID-

19 in Asian countries

23

グローバルな「ビジネスと

人権」の”今”と”これから”

～マルチセクターで取り組

む国別行動計画（NAP）～

24

コロナ禍のファンドレイジ

ング～倫理的視点と海外事

例から

パートナーシップで乗り越

える気候危機の時代
13

本当にやりたいことに集中

する〜次世代(ティール)型

組織の国内NGO導入事例

から〜

休憩

休憩

ネットワーキングレセプション直前オリエンテーション

9

SDGsの達成期限まで残り

9年、マルチステークホル

ダーで議論しよう！

D
A

Y
 2

2/15

（月）

14:00-

15:30
10

Tokyo Democracy Forum:

Civic Space and COVID-

19 in Asian countries

11

実例から学ぶ－ミッション

達成のための『プログラム

チェンジ（事業変革）』

12

5

支援現場での性暴力/被害

～PSEAH取組みの最前線

～

休憩

17:15-

18:45
6

活動が生み出す成果とプロ

セスは、“見える化”できる

のか？～社会的インパク

ト・マネジメントの実践～

7
”経営の視点”で考える国際

協力セクターの未来
8

NGOとの連携でインパク

ト拡大を目指す！　セク

ター横断ぶっちゃけ対談

2

気候危機とDRR

（防災・減災）～仙台での

約束を果たすために～

3

企業必見‼社会課題の現在

と未来

～2030年までにSDGsを

達成するための”逆回転”と

は～

4
新型コロナ禍の新たな国際

協力とNGO活動

日程 A会場 B会場 C会場 D会場

D
A

Y
 1

2/14

（日）

オープニングセッション「今、グローバルな社会課題の解決に、何が必要なのか」

休憩

15:15-

16:45

https://hapiconf.com/programs/
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＜カンファレンス実施背景＞ 

 社会課題のボーダレス化や解決に取り組むアクターの多様化、AI の発達によるシンギュラリティ

の到来など今、NGOや国際協力を取り巻く環境は、大きく変化しています。 

こうした中、必要なことは、これまでのやり方や枠組みを超えて、“社会課題を解決する”という同

じ志を持つ人びとが力を合わせることではないでしょうか。 

JANIC は、ネットワークの力を最大化し、国内外のグローバルな社会課題解決に関わるさまざま

なアクターが出会い、学び、連携を促進するため、カンファレンス「HAPIC」を開催します。最新動

向やホットイシューを扱ったセッション、課題解決の最前線で活躍する登壇者や参加者とのネットワ

ーキング、新しい解決のアイデアやパートナーとの出会いを提供することで、一人ひとりの社会課

題解決へのコミット創出とモチベーション向上を創造することを目的としています。 

イベント概要 

イベント名 課題解決の先へ。「HAPIC（ハピック）－HAPPINESS IDEA CONFERENCE」 

テーマ 私たちが切り拓く、共に生きる社会とは 

WEB サイト https://hapiconf.com/ 

日程・時間 2021 年 

2 月 14 日（日）14:00-18:45 

2 月 15 日（月）14:00-18:00 ネットワーキングレセプション 18:30-20:00 

2 月 16 日（火）14:00-18:15 

形式 オンライン 

一部のセッションは、HAPIC 開催後に期間限定で視聴することができます。 

定員 400 人 

参加費 JANIC 正会員 ¥6,000、一般 ¥9,000、学生 ¥5,000 （チケットは全日程有効） 

主催 認定 NPO法人国際協力 NGOセンター（JANIC） 

助成 独立行政法人環境再生保全機構、日本労働組合総連合会（連合） 

公益財団法人庭野平和財団 

協賛 公益財団法人味の素ファンデーション、NPOサポートセンター、キフフ、 

一般財団法人非営利組織評価センター、リタワークス株式会社、READYFOR

株式会社 
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協力 アビームコンサルティング株式会社、株式会社オウルズコンサルティンググルー

プ、独立行政法人国際協力機構（JICA）、一般財団法人自治体国際化協会市

民国際プラザ、デロイトトーマツコンサルティング合同会社、株式会社東急エー

ジェンシー SDGs プランニング・チーム「POZI」、認定 NPO法人日本ファンドレ

イジング協会、株式会社博報堂、立正佼成会一食平和基金 

後援 一般社団法人 SDGs市民社会ネットワーク、NPO法人 ETIC.、外務省 

一般社団法人グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン(GCNJ)、一般財団

法人自治体国際化協会、特定非営利活動法人ジャパン･プラットフォーム、特

定非営利活動法人新公益連盟、特定非営利活動法人日本 NPOセンター 

JANIC について 

団 体 名 
特定非営利活動法人 国際協力 NGOセンター（JANIC） 

（英文名称）Japan NGO Center for International Cooperation 

設 立 年 月 
1987年10月 法人格取得年月：2001年3月（特定非営利活動法人、所轄庁：

東京都） 

所 在 地 所在地：〒169-0051 東京都新宿区西早稲田 2-3-18 アバコビル 5F 

一般からのお問い合わせ先 TEL：03-5292-2911／HP：http://www.janic.org/ 

代 表 者 理事長 本木 恵介 

事業活動収入 142,021,380 円（2019 年度実績） 

理 念 平和で公正な地球市民社会の実現に寄与する 

目的 

人々の貧困からの脱却、自立的発展、基本的人権の擁護、対立・紛争の解

決、地球環境の保全等に向けて国際協力を行う日本の市民組織(NGO）の活

動の促進および強化を図る 

事業内容 

・NGO 間および NGO、企業、自治体などの他セクターとのパートナーシップ

促進 

・社会課題を生んでいる仕組みを変えるための政策提言・啓発 

・NGO の人材育成・組織強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先 

(特活)国際協力 NGOセンター（JANIC）コミュニケーション担当：ホバート・渡辺 

E-mail： pr@janic.org 

 

大変お手数ですが、ご出席の際は、2 月 12 日（金）までに、下記を明記の上、メールにて

ご連絡いただけますと幸いです。 

① 貴社名  ②媒体名  ③部署  ④取材者名 ⑤ご連絡先 

 

当日のお問い合わせ先 

（特活）国際協力 NGOセンター（JANIC）コミュニケーション担当ホバート・渡辺 

E-mail： pr@janic.org 

 

 


